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00 FY2017決算サマリー
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売上高・経常利益の推移
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FY2017 連結P/Lサマリー
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（百万円）2016年4月期
実績

2017年4月期
通期予想

2017年4月期
実績 前期比

増減額
予想比
増減額

2015/5/1～2016/4/30 2016/5/1～2017/4/30 2016/5/1～2017/4/30

売上高 3,191 3,884 3,971 +780 +87

売上原価 1,418 1,697 1,647 +229 -50

売上総利益 1,772 2,187 2,323 +551 +136

売上総利益率 55.5% 56.3% 58.5%

販売費及び一般管理費 1,529 1,898 2,022 +493 +124

販管費比率 47.9% 48.9% 50.9%

営業利益 243 289 301 +58 +12

営業利益率 7.6% 7.4% 7.6%

経常利益 228 291 303 +75 +12

経常利益率 7.2% 7.5% 7.6%

特別利益 ※1 - - 9 +9 +9

特別損失 ※2 - 16 23 +23 +7

親会社株主に帰属する
四半期純利益

143 184 185 +42 +1

親会社株主に帰属す
る四半期期純利益率

4.5% 4.7% 4.7%

（百万円）

※1 アール・プラス・マテリアル連結に伴う負ののれん ※2 本社移転関連費用



「住宅・不動産仲介・建設」業界に特化した経営コンサルティング会社

 総合コンサルティングファームには、業界や業種に特化した企業や、機能に特化した企業など

多様。ハイアスは「住宅・不動産仲介・建設」業界に特化した経営コンサルティング会社。
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総合コンサルティングファーム

業界・業種 特化

住宅・不動産・建設 外食 自動車

機能 特化

ハイアス

コ ン サ ル テ ィ ン グ 業 界
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ハイアスの商品・サービス（2つのパッケージ）
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経営効率化パッケージ

ビジネスモデルパッケージ

既存事業の拡大支援
新規事業への参入支援

ビジネス機能・プロセスの
効率化による経営改善支援

対象業界

ソリューション

クライアントの状況（ニーズ）に合わせたソリューションを提供

■住宅業界

■不動産業界

■建設事業界

時代のキャチアップ

生産性の向上



売上高の推移（スポット収益・固定収益）

 当社の成長を牽引する業績連動型のロイヤルティ等が増加し、

2018年には約49.8億円に到達する見込み。
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売上総利益の推移（スポット収益・固定収益）

 安定収益である会費、ロイヤルティ等の売上が増加し、

2018年には約28.5億円にまで拡大する見込み。
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収益モデル：ビジネスモデルパッケージ

10© 2017 HyAS&Co. Inc. All Right Reserved.

ビジネスモデルパッケージ
（商材毎の会員）

初期導入
フィー

会費
追加収入

①
追加収入

②

ショット型 ストック型 ストック型 ショット型

• 初期研修 • 各種研修
• スーパーバイジング
• 全国イベント
• メディア広告

• セット型
経営効率化
パッケージ

• セミナー講師代行
• 住宅事業経営研究会
• レンタルモデルハウス
• マスメディア広告

ロイヤルティ

着工件数単価

着工件数単価

(例) R＋House

(例) ADM



収益モデル：経営効率化パッケージ
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経営効率化パッケージ
（商材毎の会員）

初期導入
フィー

会費
追加収入

①

ショット型 ストック型 ショット型

• 初期研修 • 各種研修
• 資格制度
• 全国イベント

• セミナー講師代行
• 上級資格制度
• 表彰制度

成長の要因

ビジネス
モデル

パッケージ

経営効率化
パッケージ

表彰制度資格制度

ビジネスモデルパッケージへ移行

会員をクラブ組織化



01 実現したいコト
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住宅による資産形成を支える会社。

HyAS&Co. Inc.の使命は、個人が住宅不動産を納得し安心して取得

（購入）、居住（運用）、住替（売却）できる環境をつくることです。

住宅取得が個人の資産形成に直結する社会の実現、それが我々のテーマです。
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日本における住宅業界最大の課題
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家 屋 の 価 値

土地および立地の価値

かおく

欧米と比較して、日本における家屋の価値の減衰は早すぎる。

POINT



日本における住宅の資産価値評価の課題

35年後購入時

出所：各種資料をもとに当社作成※本グラフはあくまでもイメージ図です

土地および立地

家屋
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日本における家屋の価値の減衰を止めたい。

POINT

資産価値

毀損している価値



日本と米国の比較
 これまで行われてきた住宅投資額の累積と、住宅ストックの資産額を比較すると、米国では住宅投資額

に見合う資産額が蓄積しているのに対し、日本では投資額に累積を約500兆円下回る額のストックしか

積み上がっていない。

16© 2017 HyAS&Co. Inc. All Right Reserved.

米国

日米の住宅投資額累積と住宅資産額

引用：国土交通省



なぜ、日本がだめで欧米はうまくワークしているのか
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ハードインフラ
（耐久性）

情報インフラ 業界の変革
（評価・流通）

制度

1 2

3 4



資産価値を毀損させない要件とソリューション
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住宅・不動産の資産価値を毀損させない要件 ソリューション

制度 ・宅地供給量のコントロール
・税制・相続の仕組み
（適度なインフレーション）

・土地活用計画と地域経済計画の連動

行政
行政

行政

ハードインフラ
（耐久性）

・高性能（耐久性）で性能劣化の少ない新築住宅
・住宅の品質基準（断熱性能とランニングコスト）
・高性能な住宅へのリフォームサービス

R+house、ADM
R+house、ADM
HIH、デコス、WS

情報インフラ ・過去の新築・改築情報のデータベース化
・不動産物件情報の統合データベース化、分析
・空き家等の未流通情報のデータベース化

BMS
AMS
FSM

業界の変革
（評価・流通）

・相続など資産継承へのサービス
・エンドユーザーに優しいワンストップサービス
・住宅購入時に情報の非対称性を補うサービス
・住宅資産に関する知識形成・教育
・不動産（土地・建物）の評価の仕組み

FSM、HC
ans、FSM
ans、RC
ans
行政、AMS、BMS



02 ハイアスの現在地
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資産価値向上に向けた取り組み
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現状の取り組み

今後の取り組み

住宅・不動産の資産価値を毀損させない要件 ソリューション

ハードインフラ
（耐久性）

・高性能（耐久性）で性能劣化の少ない新築住宅
・住宅の品質基準（断熱性能とランニングコスト）
・高性能な住宅へのリフォームサービス

R+house、ADM
R+house、ADM
HIH、デコス、WS

情報インフラ ・過去の新築・改築情報のデータベース化
・不動産物件情報の統合データベース化、分析
・空き家等の未流通情報のデータベース化

BMS
AMS
FSM

業界の変革
（評価・流通）

・相続など資産継承へのサービス
・エンドユーザーに優しいワンストップサービス
・住宅購入時に情報の非対称性を補うサービス
・住宅資産に関する知識形成・教育
・不動産（土地・建物）の評価の仕組み

FSM、HC
ans、FSM
ans、RC
ans
行政、AMS、BMS



ハイアスのソリューションの展開状況
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ハイアスの立ち位置
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投資機会の
提供

パッケージの
提供

提言・
意見交換

提言・
意見交換

総本社機能

融資・
相続支援

不動産投資家、
地主

一般消費者

金融機関

各種R&D

（大学、他）

政府

会員企業

提携企業

（地銀、ノンバンク
、損保）



ハイアスの強み

 ハイアスにとって、会員企業は役務提供先、サービス開発のパートナー・情報収集元

 全国に拡がるハイアス会員ネットワーク自体が価値の源泉

23© 2017 HyAS&Co. Inc. All Right Reserved.

全国ネットワーク

サービスを企画・開発・パッケージ化
する「プラットフォーム」機能

ニーズ情報の収集や
サービス品質の検証、
成功事例の共有

収益構造を変える商材
経営支援活動をあわせて
ソリューションサービス

として提供

1,308 社

(2017年4月末現在)

http://www.hyas.co.jp/


ハイアスの会員数の推移
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FY2005 FY2006 FY2007 FY2008 FY2009 FY2010 FY2011 FY2012 FY2013 FY2014 FY2015 FY2016 FY2017

会員数と総商材導入数の推移

現在

2017年

1,308 社

3,109商材

会員数

総商材導入数



手がけるソリューション領域
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2008年

住宅購入意思決定
支援ツール

2006年

セロールファイバー断熱剤
を利用した断熱工法

2006年

資産活用
意思決定ツール支援

2007年

天然砕石を使用した
地盤改良工法

2009年

戸建タイプの賃貸住宅

2009年

高い機能と高いデザイン性
を兼ね備えた注文住宅

2011年

断熱材でできた
基礎型枠

2011年

情報共有型
住宅履歴保存システム

2012年

不動産物件
情報収集システム

2014年

中立な立場から支援す
る不動産売買仲介

2014年

非破壊・短工期・価格明示を
実現した戸建断熱リフォーム

2014年

見積り作成から
原価管理システム

2005年

戸建タイプの賃貸住宅

2015年

高い機能と高いデザイン性
を兼ね備えた規格住宅

2016年

不動産ビジネスコンサル
ティングのブランド

ハードインフラ

情報インフラ



主力のR+house本部事業
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58.0%

（百万円）
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ハードインフラ

R＋house 本部事業売上比率



主力のR+house本部事業

 ここ10年でマーケットは縮小基調にあるが、R+houseの受注数は堅調に伸長。
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（万戸） （R+house
受注数）
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（住宅着工数）

（予測）

R＋house 受注数

2018年

1,200 戸

ハードインフラ



R＋houseの競争優位性

 R+houseは、デザイン、性能、コストで競争優位性を持つ。
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デザイン 性能 コスト
Design Quality Price

建築家による高いデザイン性
約80名の建築家ネットワーク
を保有。

高気密、高断熱、高耐久2020
年に義務化される省エネ基準を
大幅にクリアし、標準でZEH基
準対応。

メーカー直取引によるコストダ
ウンWeb受発注システムにより
メーカー工場出荷価格での部材
調達を実現。

01 02 03

ハードインフラ



エンドユーザーのニーズ
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63.1%

43.0%

42.0%

28.5%

27.0%

27.0%

12.4%

11.2%

4.9%

0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

建物の性能

デザイン

立地

設備の性能

アフターサービス

住宅価額や手数料

住宅プランの提案力

住宅ローンや税制の提案力

会社の規模・イメージ

その他

住宅事業者選びで重視するポイントは？

引用：住宅金融支援機構

（n=1,448 複数回答）

ハードインフラ



（参考）最新の高品質なモデルルームの例①
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（参考）最新の高品質なモデルルームの例②
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高いデザイン性を確保する建築家ネットワーク
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ハードインフラ



省エネ住宅のロードマップ
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ハードインフラ

住宅建設時のCO₂排出量も含め生涯でのCO₂収支を
マイナスにする住宅

ライフサイクル
カーボンマイナス住宅

一次エネルギー消費量が正味ゼロ、概ねゼロとなる住宅
2030年の標準にしていくことが国の目標

ゼロエネルギー住宅

2020年すべての新築住宅で省エネが義務化に
2020年までは基準を満たした場合税制優遇などを行う

省エネ義務化

2013年10月1日から施行
従来は外皮性能のみの評価だったが、一次エネルギー消
費量を指標として評価するように改定

省エネ基準の改正

2012年12月4日にCO₂排出抑制を目的に施行
改正省エネ基準より10％省エネの誘導水準レベルで認定

低炭素住宅認定



省エネ住宅性能（外皮熱損失：Q×C）比較

 新築市場の75%は1999年設定の次世代省エネ基準レベルに着いて行けてない2020年には

次世代省エネ基準は強制（罰則あり）となる。 (2013年）
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※住宅性能評価制度では大手ハウスメーカーの意向でC値をμ値（夏期日射取得係数）に変更

工務店は３％程度
（2012年改正省エネ適合）

ハードインフラ



R+houseのコストダウンの考え方
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ハードインフラ

部材･住設の直仕入れ（対象部材の平均仕入れ価格を20〜30%off）

工期短縮（工期短縮によるコストダウン20〜30%off）

R+house部材スキームの活用により、標準部材に限り、市場流通価格より

安価に仕入れることが可能に

消費者の要望を「これがいい」から「これでいい」に転換することにより、

部材にかかる費用を大幅に削減

工期を１２０日から６０日（最短で４５日）に短縮することにより、

固定費（例：現場監督の給料・経費など）を削減し、資本回転率を徹底して高める

合理的設計（ムダ排除設計によるコストダウン20〜30%off）

アトリエ建築家が豊富な知見を基に質の高い設計を行うも、標準設計ルールに
より無効な設計を排除し合理的な設計を実現



部材･住設流通の改革

 Web受発注システムを活用し、必要な場面で必要な部材を低コストで提供する仕組みを実現。
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現場商社

地域商社

販工店

メーカー

商品が届くまでの流通

一括で工務店に届く

現場に必要なタイミングで届く現場

現場

■他業者

■ハイアス

POINT

部材･住設の流通

ハードインフラ

Webシステム



AMS（エージェントマスターサービス）

 物件情報の統合データベース

 エンドユーザーの求める土地・物件の選択肢をタイムリーかつスピーディに提供可能
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情報インフラ

今まで AMS導入後

会員企業

サイトA

サイトB

サイトC

エンドユーザー

AMS サイトA

サイトB

サイトC

エンドユーザー

商談

商談



BMS（ビルドマスターサービス）

 住宅履歴情報を管理するオンラインデータベースにとどまらず、

建設会社・リフォーム会社とエンドユーザーをWeb上で繋ぐ機能を備えた情報流通サービス
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1.洗練された設計

2.部材の履歴

3.適切な施工

4.記録を残す

住宅の設計、施工、維持管理、権利及び資産等に関する情報、

住宅所有者であるエンドユーザーが、蓄積し、住まいの資産価値を高めるために

活用していくためのもの

「長持ちする家」のポイント

住宅履歴情報とは

情報インフラ

会員企業 BMS エンドユーザー

情報登録 情報登録

情報利用 情報利用

利用イメージ



ハイアスに蓄積されていく「住宅データ」
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居住者情報

家族構成 相続情報

不動産資産 年齢

住居者

世帯年収 資産運用

建物情報

築年数 設計図面

利回り 売買価格

広さ 駐車場

周辺エリア情報

環境 物価

周辺相場 災害

周辺施設 近隣事件

建物
周辺
環境

情報インフラ



エンドユーザーに優しいワンストップサービス

 住宅の売買に伴う情報格差を埋め、エンドユーザーが最適な判断ができる仕組みを実現。
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相談窓口

業者 A

業者 A

業者 B

業者 C

業者 D

業者 C

業者 B 選択肢、知識がない状態で判断
をしている。

詳細

エンドユーザーが、相談窓口の
設置により最適な判断を、
できる仕組み。

ex.
・不動産相続の相談窓口事業
・ans事業（住宅購入相談窓口）

詳細

現在

これから

ユーザー

ユーザー

業界の変革



「不動産相続の相談窓口」事業

 「相続相談」をきっかけとして、単発の不動産取引ではなく、顧客の持つ資産全体について

相談を受ける立場に立つ
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業界の変革

収益物件

子世代へ贈与
子世代の住宅取得

2世帯住宅 売却して都心部へ移住 建て替え

土地活用

売却

仲介

仲介

仲介・建築

仲介 建築

仲介

管理・建築

金融資産
遊休地
収益物件

居住用財産



03 ハイアスが描く未来
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ハイアスの未来
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$23/month lease
23 year / 3LDK / 3persons

ABC Company
$23/month lease

23 year / 3LDK / 3persons

ABC Company



海外の住宅情報の提供例［アメリカの場合（参照 Zillow Group Inc）］
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参照：www.zillow.com

■トップページ

■検索時画面①

■検索時画面②



ベンチマークとするZillow Group Incの概要
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• 会社名 Zillow Group Inc

• 設立 2004年12月

• 代表者 Mr. Spencer M. Rascoff

• 従業員数 1,215人

• 市場 NASDAQ National Market System

• ウェブサイト www.zillow.com

• 所在地 1301 Second Avenue, Floor 31 
Seattle, WA 98101 USA

128

217

358

709

FY2012 FY2013 FY2014 FY2015 FY2016

参考：Yahoo! finance

【億円】

$1=109.56円で算出

連結売上高

時価総額

： 約931 億円

：約6,168 億円
2017.6.14

In 2016



現在開発中のハイアスのツール［AMS(エージェントマスターサービス)］
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■検索時画面①

■検索時画面②

■トップページ



クラウドファンディングの取り組み
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【提供物件】
・値崩れしづらい品質基準

・適切な立地選定
投資家 投資家 投資家

参加 参加 参加

収益物件
パッケージ化された

収益住宅

収益物件

収益物件

収益物件会員

会員

会員

投資家

住宅の
クラウドファンディングサイト

参加 参加 参加 参加

トピックス①



 自己資金、銀行借入以外の資金調達方法として、クラウドファンディングを活用。
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外部環境の変化

ハイアスの強み 住宅の資産向上

クラウド
ファンディング

・会員ネットワーク
（日本全国のエリア情報を有する）

・R+house、WILL STYLE
といったソリューション

・不動産特定共同事業法の改正

・不動産特定共同事業とは、
複数の投資家からの出資により不動産を取得し、
不動産を運営して得た収益を投資家に分配する事業

・主な改正点
小規模な不動産特定共同事業に係る特例を創設
クラウドファンディングに対応するための環境整備 等

POINT

クラウドファンディングの取り組み トピックス②



ハイアスが対峙する周辺マーケットの広がり
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建設業界 住宅業界 不動産業界

住宅建設
周辺事業

地域型スモール
ビジネスパッケージ

データの提供
不動産・健康性能

クラウド
ファンディング

新
規
事
業

既
存
事
業

トピックス②

相続相談へのAI応用

エスクロー事業への
ブロックチェーン応用

エリアマネージ
メントパッケージ

住宅新業態への
不動産仲介事業

既存事業の
スパイラルアップ



ハイアスが対峙する周辺マーケットの広がり
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初期導入フィー
単価×入会数

会費
単価×会員数

ロイヤルティ等単価×着工数等

R+house
（関連商材：RC、AMS

、CMS、BMS、
家価値）

現状
500万円×40社

≒2億円
130万円×227社

≒3億円
130万円×940棟≒12億円

将来 約500枠 約500枠 10,000棟体制を目指す

不動産相続の
相談窓口

（関連商材：AMS、
BMS、HC）

現状 約100社 約100社 ×

将来 約1,000枠 約1,000枠

（収益化を検討）
・全国紹介エスクロー

・ファンドマネージメントフィー
・ファンドキャピタルゲイン

WILL STYLE

現状 約130社 約130社 ×

将来 約320枠 約320枠
（収益化を検討）
・民泊宿泊料

エリア
マネージメント
パッケージ

現状 × × ×

将来
都道府県あたり

3～10社
都道府県あたり

3～10社

・ディレクションフィー
・ファンドマネージメントフィー

・施設運営フィー

地域型
スモールビジネス

パッケージ

現状 × × ×

将来
都道府県あたり

10～50社
都道府県あたり

10～50社
・コンサルティングフィー

・ファンドマネージメントフィー

トピックス②



中期経営計画

© 2017 HyAS&Co. Inc. All Right Reserved. 51

ハイアスは、地域毎の成長意欲の高い企業と連携し「連邦型の大規模企業」目指します。

POINT

2015 2016 2019 2020

現在展開している事業

M&A

今後展開していく事業

2017 2018

連邦化

FY2020

拡大期

FY2018～FY2019

創造期
FY2015～FY2017



ハイアス・アンド・カンパニー ㈱ 会社概要
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会社情報

• 会社名 ハイアス・アンド・カンパニー株式会社

HyAS & Co. Inc.

• 設立日 2005年3月31日

• 資本金 3億5,611万円（平成29年4月30日時点）

• 代表者 濵村聖一（ハマムラセイイチ）

• 役職員数 116名（平成29年4月30日時点）

• 所在地 東京都品川区上大崎二丁目24番9号
アイケイビルディング5F

会社基礎情報

• 役員 代表取締役社長 ：濵村聖一

取締役常務執行役員 ：川瀬太志

取締役常務執行役員 ：柿内和徳

取締役執行役員 ：西野敦雄

取締役執行役員 ：中山史章

取締役執行役員 ：福島宏人

社外取締役 ：荻原俊彦

社外取締役 ：赤井厚雄

社外取締役 ：森田正康

常勤監査役 ：大津和行

社外監査役 ：山本泰功

社外監査役 ：坂田真吾

HyAS & Co. Inc.

Map

Office
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ハイアスが手掛ける事業領域

当社 会員企業 消費者

専門工務店

工務店・不動産会社

1,308 社
(2017年4月末現在)

仕入先提携会社

住宅購入者
（検討中）

リフォーム
検討者

住宅購入者研究開発

・不動産
・住宅
・土木工事業界

ビジネスモデル
パッケージ

経営効率化
パッケージ

研究機関
（ 大 学 ）

ソリューション
提供

・会費
・ロイヤルティ

ニーズに合わせた
ソリューションの提供

サービス化

サービス

対価

官公庁
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企業沿革

沿革

2005年3月 新たな住宅資産の提供方法を構築する目的で東京都品川区東五反田四丁目にて創業（資本金2,400万円）

2006年8月 本社を東京都港区白金台四丁目に移転

2009年9月 デザイナーズ注文住宅提供事業パッケージ「R+houseシステム」をリリース

2012年5月
本社を東京都港区白金台四丁目から東京都港区白金台三丁目に移転
不動産流通支援システム「エージェント・マスター・サービス」をリリース

2013年1月
株式会社ans設立（連結子会社）
慶應義塾大学理工学部伊香賀俊治研究室へ研究委託開始「健康・省エネルギー住宅の研究・開発」
（慶應義塾先端科学技術研究センター）

2013年6月
当社のシンクタンク機能として「ハイアス総研」プロジェクトを設置
「ハイアープロ」をバージョンアップし「マイハイアー」をリリース

2014年1月 早稲田大学大学院ファイナンス研究科との共同研究開始「相続金融工学に関わる調査・研究」（早稲田大学総合研究機構）

2014年6月 一般社団法人住宅不動産資産価値保全保証協会設立（連結子会社）

2015年6月
デザイナーズ規格住宅提供事業パッケージ「アーキテクチャル・デザイナーズ・マーケット」をリリース
早稲田大学H27年度寄附講座「ハイアス･アンド･カンパニー株式会社寄附講座ファミリー･ビジネス･ファイナンス」開講

2016年4月 東京証券取引所マザーズ市場に上場

2016年9月 株式会社K-コンサルティング設立（連結子会社）

2016年10月 「不動産相続の相談窓口」をリリース

2016年11月 本社を東京都港区白金台三丁目から東京都品川区上大崎二丁目に移転

2017年1月 株式会社アール・プラス・マテリアルの株式取得（連結子会社）

2017年3月 株式会社ウェルハウジングの株式取得（連結子会社）
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ハイアスの変遷
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売上高の推移(予測含む)

2016年
マザーズ上場

2017年

売上高：39.7億円



株式・株主の状況

発行可能株式総数 7,440,000株

発行済株式数 2,482,100株

株主数(議決権あり) 1,534名

順位 株主氏名又は名称
所有株式数
（株）

所有株式数
の割合

1 濵村 聖一 374,000 15.07%

2 柿内 和徳 149,000 6.01%

3 川瀬 太志 136,000 5.48%

4 株式会社安成工務店 133,000 5.36%

5 大津 和行 120,000 4.84%

5 東新住建株式会社 120,000 4.84%

7
ハイアス・アンド・カンパニー株式
会社 従業員持株会

115,700 4.66%

8 株式会社関西トラスト 80,000 3.22%

9 中山 史章 67,000 2.70%

10 山本 嘉人 62,000 2.50%

2017年4月30日現在

株式数・株主数 上位株主（1位～10位）の状況
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2017年5月1日付で普通株式1株につき3株の株式分割を行っております



ディスクレイマー

将来見通しに関する注意事項

本発表において提供される資料ならびに情報は、いわゆる「見通し情報」（forward-

looking statements）を含みます。これらは、現在における見込み、予測およびリスクを
伴う想定に基づくものであり、実質的にこれらの記述とは異なる結果を招き得る不確実
性を含んでおります。

それらリスクや不確実性には、一般的な業界ならびに市場の状況、金利、通貨為替変動
といった一般的な国内および国際的な経済状況が含まれます。

今後、新しい情報・将来の出来事等があった場合であっても、当社は、本発表に含まれ
る「見通し情報」の更新・修正を行う義務を負うものではありません。
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